
あなたとＪＡをむすぶ'|胄報誌 可

100 

■ 
８ 

■肩
0,2Ｂフ

祷が 月
ＩＩＴ 

新店舗｢あるる｣オープン｡関係者によるテープカット

、

０ 

－
１
０
 

像、

､ZMAMMSHIBETu 



⑭ 

‐ンを目指して。 ⑭
。
；
”
？

､． 

■ 

!…:’ 

ｳﾞ｣GＩ＿掴

》 ’
零
．

凸
祇 Ｉ 蕊

露-璋宙麺

聯一・一一

》『、一一一

鞠》

凶ｌｒＩ

Aｺｰﾌﾟ中標
rF＝ 

｜ 

■ 
-プろ」

合
長
、
町
、
各
関
係
者
の
皆
様
に
よ
る
テ

十
月
十
日
、
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
Ａ

コ
ー
プ
中
標
津
店
「
あ
る
る
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
オ
ー
プ
ン
記
念
の
十
日
か
ら

十
一
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
待
ち
か
ね
た

町
内
外
か
ら
の
お
客
様
が
殺
到
し
ま
し

場
を
う
め
た
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手

オ
ー
プ
ン
前
日
の
九
日
に
は
、
新
店

舗
開
店
記
念
前
夜
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

援
、
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
ま
し
た
。

う
が
先
着
三
千
人
、
地
場
産
と
う
も
ろ

分
、
花
火
の
合
図
で
開
店
致
し
ま
し
た
。

が
一
同
整
列
す
る
中
、
午
前
九
時
三
十

た
伝

開
店
直
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
九
時
三
十
分

た
伯

が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
出
身
の
福
沢
恵
介
氏
の
バ
ッ
グ

に
ぎ
わ
い
、
初
日
に
は
、
紅
白
ま
ん
じ
ゅ

－
ブ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
農
協
役
職
員

こ
し
が
先
着
三
千
本
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ

三
日
間
、
約
一
万
八
千
人
の
お
客
様
で

の
開
店
を
前
に
、
同
八
時
に
は
列
が
で
き

ン
の
歌
唱
力
と
ギ
タ
ー
の
音
色
に
、
会

ン
サ
ー
ト
が
寿
宴
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

ン
卜
さ
れ
、
農
協
女
性
部
、
職
員
が
応

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
前
に

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
三
友
組

オ
ー
ブ
ン
記
念
特
別
大
売
り
出
し
の

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
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ト
ー
ク
も
楽
し
い
福
沢
恵
介
氏
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オーフ,ン前の朝才Ｌ心が引き締Ｕます

は
新
店
舗
愛
称
応
募
の
発
表
が
行
な
わ

れ
、
最
優
秀
賞
一
人
、
優
秀
賞
五
人
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
終

了
後
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
な

わ
れ
、
来
場
者
の
中
か
ら
百
人
の
方
に

豪
華
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

新
店
舗
「
あ
る
る
」
は
、
テ
ナ
ン
ト

を
含
め
た
総
売
場
面
積
は
約
五
百
十
七

坪
で
旧
店
舗
の
約
二
・
五
倍
の
広
さ
で

道
東
地
区
最
大
の
店
舗
と
な
り
、
従
来

に
も
増
し
て
生
鮮
品
を
充
実
さ
せ
、
お

客
様
に
よ
り
一
層
ご
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
店
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
一
顧
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お楽しみ抽選会で当選番号を齢鯛する喪場若
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北海道農業協同組合中央会

会長藤里チ貞雄
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も
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が
来
る
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役舅
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二
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も
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協乳数/《腱IIT艇腱
同を來千ノ『〈Ｖ乳民業Ｉｉｌｉ
会『１１毛七，’'１のがＭ》初

iijiil麟蝋雛!；
・ギミトi,,I央低酪酪瞥特。こ'）を七111iは

繩蝋蝿繊喜織ｉｉ１ｌ

騨穣雛繊
は種章をた鰍て談1,噸糾滞成繩

く
じ
東
毛
酪
薑
協
同
組
合

ろ
？
．

午
後
か
ら
古
河
巾
に
あ
る
ト
モ
エ
乳
業

Ｋ
Ｋ
を
視
察
。
関
火
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
に

位
殴
し
、
平
成
六
年
に
新
肛
場
を
処
投
し
、

鹸
新
鋭
の
設
備
で
牛
乳
、
乳
製
品
の
一
Ｈ

生
産
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、
す
べ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
操
作
に
よ
っ
て
悴
理
。
こ

れ
に
よ
り
Ⅲ
工
場
人
典
数
で
五
割
噸
の
生

躍
を
行
な
い
、
三
川
期
決
算
で
汀
上
億
上

とは取いよ《苫点以衿
のま｜ノ組Ｉ）が数外労
21Fつま合二文ｉｉ１Ｌにし
でたす貝下払｜[１１ｉ農て
しく゜で二わを協お
たな飢二７「れし独り
.〈合１７〃まて「１，
、指万｜りす、検）Ｉ
乳懲１IIJ急･雌盃三
画了iii近嫌１１イ,舟とＩＭＩ
改業い，;|･源に）Ｉの
糠は奨阿は｜‐六県
指総励をｌＲｌｌＩｌ１１１迎
導営をし兜の喪の
の指受、利奨施険
み媒け多統励゜術

「

の
ト
モ
ェ
案
Ｋ
Ｋ

近
年
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

知
識
と
し
て
実
際
に
稼
働
状
況
を
見
学
し
、
ま
た
特
色
の

あ
る
乳
製
品
の
製
造
販
売
を
し
て
い
る
乳
牛
エ
場
を
視
察

し
て
来
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。
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皿
場
は
配
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主
に
北
海

泣
、
勝
手
、
那
鎮
か
ら
ト
レ
ー
ラ
ー
で
通

び
こ
ま
れ
、
地
元
の
牛
乳
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
。
新
工
場
は
紙
パ
ッ
ク
で
時
間
当
り

一
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千
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処
理
能
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を
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飲
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ス対でＵｌｊにれツのケ器つ乳
変応し須ｐこてブＴニタ戦てな
史出た1111ポのいの場のしいピ
と米がのツ後ま認は噸ててＦ１
なな、㈲卜、し定乳とお、社
'）い上ロを今たを鰹なり成物
まと｜ii:ｉボ弊１１，１.受品つ、分こ
しのにフ人のけＩ：てヨ無十
た」ｌｆよアし研、」ルいＩｉ;,ｌｉＥｆ
・でる’、修人でまグ整製
、水ム搾１１勢はすルノ卜品
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仁た察て、省てた１V１版を
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岩
手
県
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究
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研
修
雌
機
と
な
り
今
川
の
Ⅱ
的
で
あ
る
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平成10年灌

甘味資源作物などの生産者価格
馬鈴しよ原料基準価格・馬鈴しょでん粉買入れ基準価

格につきましては引き下げられたものの関連対策が措置

され、総体的に上回ったことやビート産業将来ビジョン

の基金が措置された事につきましては、北海道の畑作農

業が地域躍業・地域経済における重要'性が理解された結

平成10年度の価格運動は､｢食料・農業・農村基本問題

調査会」が価格政策における市場原理の活用などを基本

とした最終答申が提示された後の政策・価格運動となり

ました。

てん菜最低生産者価格につきましては原料糖の生産者

負担金が折り込まれ､価格決定方式の見直しがされました。 果となりました企

1．てん菜

てん菜の実質の農家手取りは次の通り増額となる。

平成10年度

（１）最低生産者価格16,880円ル

うちてん菜原料糖生産者負担額０円ル

てん菜原料糖生産者負担額を除く

最低生産者価格16.880円/ﾄン

暦印、

平成ｇ年産

１７］40円/ﾄン

260円/'ン

16.880円／ﾄン

(2)てん菜糖低コスト化推進費190円/トン

(3)ビート将来ビジョン関連事業費（仮称）総額650百万円

（＝170円ル相当）

|:議薫'蕊……
同事業別途拡充分 総額130百万円

190円／ﾄン

170円/トン

(高品質てん菜生産確保対策ｇ年産限り）

ビート将来ビジョンの）

） 
なし

実質農家手取額(1)＋(2)＋(3１ 17.070円ハン 17,240円／ﾄン

十780百万円

(＝200円/ﾄン「ぺ 相当）

17.270円／ﾄン 相当

３０円アップ相当

２．馬鈴しょ

馬鈴しよの実質の農家手取りは次の通り増額となる。

平成10年産

(1)原料基準価格１４」50円/トン

(2)馬鈴しよ(氏コスト化推進費（仮称）総額150百万円

平成ｇ年産

14,270円／卜／

なし

（獺顎灌引下I浴）
（農家所得の確保、生産`性の向上などの事業）
同事業別途拡充分総額３０百万円 なＬ

実質農家手取額(1)＋(2) 14,150円／ﾄン １４，２７０円／し

180百万円＋ 

(＝ 140円／ﾄｰ相当）

14290円／｝ ﾝ相当

20円アップ相当

８ 



簿記の準備をしましょう

北根室地区農業改良普及センター

一
年
間
の
経
営
状
況
を
把
握
す
る
時
刑

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

Ⅱ
常
忙
し
い
作
業
の
中
で
、
極
力
、
決

算
の
労
力
を
軽
減
し
た
い
も
の
で
す
．
こ

の
た
め
に
は
、
今
か
ら
少
し
ず
つ
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

農
作
業
機
・
建
築
物
な
ど
の
耐
川
年
数

を
確
認
し
て
、
倹
却
磯
川
を
計
蝉
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
で
償
却
が
終
わ
っ

た
も
の
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

すにる６〈す勅幣死Ｊ|：係
るは力ま’荷１とるにjlll廃こ鮒で酪
意ぶはたじ作二つし・のに、農
味け、、で業といて成た煩悩業
かま｛Ｙパすがかてお牛めＷＩｉｊｉｌ］に
らす川ソー衆らはきへ、にＹＨお
もがを．に、、まの牛な・い
、、計ンを）］）］し綴のり育て
必人ｉｉｉ［節り１１鱒|｜よりｊ｣ｊや成は
ず力す,iｕまllKIl）う上lfi’す謎、
終のるをすにｌｉｆｔ。がへいなiiiil
理手手行。艦ｊ:|］特’）版もど饗
しｌｌＩｉｌｌｌＵな＿ｆｉ[[徴になだのの頭

熱ｉｉ繍鮭l1lli鯛

①
資
産
台
帳
を
見
直
す

〆、

②
家
畜
管
理
台
帳
の
整
備
を
す
る

組
勘
取
Ⅲ
以
外
の
、
魂
倫
職
人
（
支
払

Ｕ
し
た
傾
収
僻
は
、
Ⅱ
付
肌
に
整
理
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
際
に
あ
ら
か
じ
め
勘
定
科

Ⅲ
〈
山
川
）
を
鉛
鞭
な
ど
で
記
入
し
て
お
く

と
、
史
に
解
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の

作
業
は
、
パ
ソ
コ
ン
簿
記
を
行
な
っ
て
い

し
よ
う
垣

③
領
収
書
の
整
理
を
し
て
お
く

○○牧場様 Ｈｇ年１０月５日

領収書領収書

全１９，１８０円也全１９，１８０円也
に可

旧しグラインダー代として旧しグラインダー代として

×x商事株式笥而×商事株式笥而図'１

仕訳をしやすいよ
うにしておく ｺｰﾄﾞを書巻入れておく

【-蒔雨印ｗ，鰐1Ｆ
＝|『罪４，副I君IfiLA-rp牙，

~F露悪;言躍『…･･･…１

る
力
に
は
、
特
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

毎
年
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
の
で
、

特
に
心
配
を
さ
れ
て
い
な
い
〃
が
多
い
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
作
業
で
も
、
少
し

の
匹
夫
で
人
帆
に
楽
に
な
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
背
か
ら
「
段
取
り
八
分
」
と

一
一
、
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
ず
つ
時
間

を
兇
つ
け
て
、
記
帳
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鵬|鐘馳|篭圖|鵜|畷
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１
－
 図２

パソコン簿記ソフ
トの大家畜台帳

（償却聾などが自
動計算される）

霧繍鑑鴻蝋』l鱸ili薊蟻『|{鱸!i璽鰄

､入力日入力ｇｆ算印刷条件償侭腿年号処鐇了

９ 



多介役がた集と’ノの役しとうプ新陣争の残収らし終い

;j雛瀞難鱗灘
にＩの女に画１１とをざ|】ルン識しののＷ『る、世が’）年たビが－るに紅
新卜も性よさ識よＨい力等委上'１Ｈｆ〒算一移月故、の。’、灘、輝葉
鰊がと部Ｉ）れヘリ指まの々風げ),ｌｆさ、が娠一の鰹た卜馬一々いが

な実十、まの、しし賜、会まにん解落新卜機気鈎の鈴憂とて散

輝耀催熟嬉幾禰鰈耀熊Ｍｉ鮴鰍

大
勢
の
お
客
書
ま
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
新
店
舗
「
あ
る
ろ
」

f￣ 

会

,嫌アし行場Ｙ１ｊの／}：も様にプど準采テ選′上
をドたなな者挨１二IDI:i:jがくオン穫備-たツもま

鱗溌Hfl溌識髪ルイ鍋識＃蝋い，んの分スイ,,，

Ｍ 

Ｕ
ｂ
１
ｆ
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r急

一コＩ

hいや‐
L必_漉難霊

一縮

膿爵
獺轆

宜mＷＡは月満はl1lzあン入そに愛かかかりの和いＩ改のたこす［】た卜入
しの．天共未三にも代り、新きの、さ細らにらま’|’もてン三め方・とがは｡二店ハｉｆ

露;議溌蕊1蕊ljli、・た｡高十定儲るもパは、時に外る数左街調輝ルＬ糟したまのし、
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●
ク
ミ
カ
ン

ル
恥
Ⅱ
米
の
状
況
は
、
昨
年
同
期
に
対
し

預
か
り
残
商
で
一
下
刀
円
、
賃
越
残
商
で

上
千
几
而
刀
川
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
収
入
に
つ
い
て
は
、
乳
代
二
億
几

千
二
石
〃
円
）
、
農
産
収
人
（
一
千
ヒ
ー
、
〃

円
〉
、
農
業
雑
収
入
（
’
一
一
千
一
一
一
百
万
川
〉
、
涜

金
受
入
（
丘
千
万
川
）
な
ど
が
噸
加
し
、

個
体
販
売
（
一
億
二
千
八
面
〃
Ⅲ
）
、
農
外

収
人
（
上
千
二
百
万
円
）
が
減
少
と
な
り
、

収
人
合
計
で
は
一
億
几
千
二
行
〃
川
の
榊

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
出
に
つ
い
て
は
、
農
業
支
出
（
．
、
億

．
千
四
百
万
川
）
が
蝋
加
し
、
家
計
澱
（
二
一

千
二
百
万
Ｎ
）
、
腱
業
機
械
（
一
下
七
万
万

Ｎ
「
そ
の
他
支
出
（
一
一
一
千
七
汀
〃
Ⅲ
）
な

ど
が
減
少
と
な
り
、
支
出
合
計
で
一
億
二

千
六
百
万
円
の
蝋
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農協の

９月末における農協の財務状況についてお知らせします｡

貸
付
金

組
勘
含
む
貸
付
金
で
は
、
昨
年
同
期
に

比
べ
ス
ー
パ
ー
Ｌ
安
金
で
十
億
両
〃
川
が

噌
加
し
、
総
額
で
は
八
億
二
千
九
月
刀
川

の
轍
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

貯
金

昨
年
同
期
に
比
べ
、
定
期
貯
金
（
三
億

六
千
九
両
〃
円
）
、
辨
迦
貯
金
（
二
億
川
千

万
Ｎ
）
が
哨
加
し
、
組
勘
預
リ
残
二
下

万
円
）
、
潰
農
貯
金
（
一
一
千
万
円
）
が
減
少

し
た
が
、
全
体
で
は
、
六
億
七
下
方
川
の

噸
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
ｌ
ｌ

ｎ
ｌ
一
十
Ｎ
か
ら
十
二
Ⅱ
三
十
日
ま
で
の
期

間
金
利
倍
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
の
で
今
後
も
、
な
お
．
解
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

様瞬とで．千万五ＩＩ１材購と仁に卯に
〃のなはＡノLll］百、でlll1Ii買も駅つとよ乳
の労Ｉ）、．lrTの万農二岡事ごりいなり代

薩鰕iili蝋馴鑿ww:そ雌弓
鯉藁鯰戟瀧簾燐騨
願い二〈店と、活'７一ついり版。三八

濃醐翻ii朧竃雛iｌ
まの亘允特いは三飼千、すでに鞭刀_
すでな上光ま-千科七Kｋ゜、祇業ｌｌ１の
。、お笑期す億六ＩＩＬ１百j潅今極腱の蝋
梼一統|{|］゜二百千万交後的’１Ｍ聴力Ⅱ

販
売
事
業

１
】

Ｆ’ 

平成10年度ｇ月末事業概況 (]１１位：ri7jl1I〕
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一二竜

彦

今
Ⅲ
お
伽
い
し
た
の
は
、
遮
藤
勝
美
さ

ん
宅
の
長
男
・
宏
輔
く
ん
。

秋
に
し
て
は
と
っ
て
も
暖
か
い
Ⅱ
で
、

宏
輔
く
ん
は
お
け
さ
ん
と
お
外
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
宏
輔
く
ん
は
、
お
外
遊
び
が

人
好
き
で
、
近
く
の
進
路
を
走
る
巾
を
指

さ
し
な
が
ら
、
「
あ
れ
は
ダ
ン
プ
カ
ー
」
と

一
雄
懸
命
お
識
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
こ
の

子
は
は
た
ら
く
恥
が
好
き
な
の
よ
」
と
笑

っ
て
話
す
お
凪
さ
ん
の
兇
了
さ
ん
。

懸
脇
利

f弓

１
－
 

〃》
ｒ
藍
『
’

Ｐ
・
」

｡ ■ 
■ 

聾

》心》
』

ｐ 

値
⑤ へ＃仏P

Ｉ １１１ ■ 

鑓

お
父
さ
ん
が
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
班

づ
い
て
く
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
見

て
い
る
宏
輔
く
ん
は
と
っ
て
も
か
わ
い
い
。

お
〃
さ
ん
の
下
作
り
ス
モ
ッ
ク
が
と
っ
て

も
お
似
合
い
。

そ
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
宏
輔
く
ん
も

来
年
の
作
に
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
る

と
の
堺
。
こ
れ
か
ら
も
す
こ
や
か
に
人
き

ぐ
を
あ
れ
。

ｐ Ｔ、
己

衝

H■ｍＬ 

Ｋミ

⑪ 

１
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凶

置亮
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■⑪ 

鶴
迫

Ｉ 

｢二］

手には小さなボーリングの王､将来はパパと一緒にボーリング

こう＃け

北進地[え遠藤勝美・晃子ぢんご大兵腱ＩＤ宏輔〈ん(2A瞳）

ぼくは､はたらく車がだいすぎ。
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暮
ら
し
の

お風呂で

リフレッシュ知
⑭ 

「

’’一
’’一

北根室地区農業改良普及センター

'し

『

冬
に
な
る
と
冷
え
症
、
胴
こ
り
、
肌
の

か
ゆ
み
な
ど
、
女
性
特
有
の
症
状
に
悩
ま

さ
れ
る
人
も
多
い
は
ず
。
そ
こ
で
旅
Ⅲ
何

気
な
く
入
っ
て
い
る
お
風
呂
で
、
入
浴
方

法
を
Ⅵ
大
し
て
寒
い
季
節
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

シおれよ」ミ６熱のタらをかいでにくのらそまの浴で
や湯るう時た冷め大イ、聡るのつ災みがい桁れま外'1＃す熱
ナにｉｌｌ１･ｌＮ’だえのきムーいＩ§でか時を理まえな・側’1Mがい
イサ分おのし疵おめに！］た身、るIHI取恕で症Ｉ）体だが、お
ロツが湯入、に湯のしのり浴乳と人る゜の・ののけ短お風
ンと漆に浴ｌ１１Ｌ効を零て波、が畷焚るにIIiお･低時内がく揚呂
タつけつばの染人器〈jiL雑おの〈のはこ湯ｌｍｌｌｌＩＩ１１ｌ温ながが
オかだかさ乾がノしにだを誌す下扮が、’）にＬｉ三がままり熱好
ルるするけ燦あ、}さいをすぐ船効よや弓対必でつまいき
でこのとたがり足セいや談めらの采Ｉ）筋Ｉ策笈温てすとな
ゴとで角力激まをン゜すん、い［|’的ぬ肉}にでめｌﾉﾘ・ど人
、。、雷がしす脇チバリだ〃か仁でるの二はする側すうも§／ 

ゴluiぬ＃｜無い。めほケラリきらいすい疲卜I)ｑ･たはるし多
シいるに雛人るどツツしな湯ら･お労分｜め冷とてい
体ブダ）合では足やなクな宵にれｊ１ｉ風、人℃にえ、６よ
券ラのまし、勝やビスが楽つなま１．１，むるくはた体入う

ぬ
る
め
の
お
湯
で
ゆ
っ
く
り

（ 

洗
う
の
も
禁
物
で
す
。
人
添
後
は
保
柵
効

果
の
高
い
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
た

っ
ぷ
り
つ
け
て
、
体
の
潤
い
を
キ
ー
プ
す

る
こ
と
。
保
湿
剤
は
人
浴
後
三
十
分
以
内

に
つ
け
る
の
が
効
果
的
で
す
。

薬湯の作り方と効斥

ひとつかみの塩を`１０℃くらいのお湯に入れる。ミネラル（イミが柵まu)、冷えｿji:に効果的（
ﾋﾞ嘘ifを、然塩を仙川。

蝋

ミカンの皮を１IZA腱､またはそのままｲlj嬢に人ﾉしてお湯に浮力､べ
ろ～ノーワ.,クスの物を111111-奥ミカンやハリサクでもよい。

ｌＩｆが温ま'〕、冷え症や梵Iluに効』し的。肌
をなめらかにする炎群効果もIWFい。

ﾐカン

100～2009をｲl｣袋に入れ、洸1,1器にはったお湯'二ioとして
エキスを杣111．湯船に人』しる。

米ぬかに含まれる脂斑やタンパク虹がjIll
jif北を治十。米ぬか

佇狐1ｋ分で'〕ラックスでき、不眠症やイ
ライラの解i1vに。
佇狐1ｋ分で'〕ラックスでき、不眠症やイ
ライラの解i1vに。刻んだ蝿を〈lj袋に入れてお鋤に浮かべる。セロＵ

冷え縦、hi二I)、iIlI耗１iiに。リラソクス
効XL6あり、皮府摘にも良く効く。
冷え縦、hi二I)、iIlI耗１iiに。リラソクス
効XL6あり、皮府摘にも良く効く。

刻んだ雄を、『袋Iこ人ｉしてお勝に浮かべる｡シソ

[ｲｴがilMま'〕、冷えJji:や111こり、腰痂など
+ﾆ効く。柵疹やあせもなどにもjMJIlL的。

柁煥させた堰や雌を、i袋に人ｵLてお湯に浮かべる．ヨモギ

い
ろ
い
ろ
な
入
浴
剤
が
巾
阪
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
安
く
て
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

簡
蝋
に
薬
湯
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

さ
ら
に
湯
に
入
る
よ
り
薬
湯
は
体
が
洲

ま
り
、
湯
冷
め
も
し
に
く
い
そ
う
で
す
。

身
近
な
材
料
で
入
浴
剤

緑の皮の部分を緑色の色蕪がlllなくなるよで流水で洗い、
:ｈｊ災にいﾉﾋお賜に浮かべる。破ったゼリーバlj分は１１ﾉcな
どのバソクにＲ

皮1綱１１砲を椚朧化させ、翁身の)IILの〈-ｹ
み・疲れをとる、

アロエ

lilI緑１ｉｉリウマチなどによい‐鵯購審ｎｊ陛仁いノＬてお湯に浮かべる、ナスタチューム

蝿を、i袋に人jしてお湯に浮かべる。 Ⅱ§がMAま'八孤分を締める。ラベンダー

｢ＩＥが１Ｍ票り、冷え雛によい。ｉＷ向のｦ、み
をfⅡ.hげる。

'吃蝿させた虹をｲlj災に入れてお湯に浮かべる。セージ

ミント
タイム
パジル
ローズマリー

屹蝋させた搭や蛭を｢lj蛍に人』してお陽に浮かべる。 [ｲﾐがi趾まI)、冷えhi：によい。

'1３ 

塩
ひとつかみの塩を`１０℃くらいのお湯に人XLる。ミネラル

(1窟をIHl然塩を使川。
(イミがilAまり、冷えｿji:に効果的弓

ミカン
ミカンの皮を｣繊照
る。ノーワソクスヮ

たはそのままｲlj袋に入れておｉ１
ｉを#lilllo輿ミカンやハリサクで

ii力､べ

い｡

(ｲﾐがIAAまl〕、冷え症や黄MiLに効Ⅱと的。Ⅲし
をなめらかにする奥笄効果６，Wiい゜

米ぬか
l()0-2009を(111
エキスを杣111,；

z入れ、洸1,1器にはったお湯'二拭して
|}に人』しる。

米ぬかに含まれる脂斑やタ
洗北を袷す。

バクＨｆが｣IＩＬ

セロリ 刻んだ染を〈lj袋Ｉ 人2Lてお鰯に浮かべる。
行女(1ｋ分でリラックスでき
ライラの解i)Yに。

ｲ《眠症やイ

シソ 刻んだ雄を､『袋に人ｉしてお勝'二浮かべる。
ﾊﾟﾃえ疵、h;二I)、iIlI耗１iil二
効HL6あ'ﾉ、皮府摘にも典

;ノラックス

効く。

ヨモギ |ｉｆ煙させた塔や雌をni袋に入れてお湯ドニ浮かべる。
[ｲﾆがilMまり、冷えJji:や111こり、腰痂など
+ﾆ効く。ｉ舩疹やあせ･もなどにもjMJjlLij(火

アロエ
緑の皮の部分を隷色の色兼が{'1なくなるよで流水で洗い、
布蛍にいﾉLお腸(こ浮かべる鮴，破ったゼリーハ|;分(.上１１ﾉ亡な
どのバックに。

皮l綱１１砲をii9髄化させ、翁身の)IILの〈-$‐
み・疲jiLをとる。

ブースタチーューム 裟膳を、7袋にいｊしてお湯に浮かべる。 lilI総ｿii、ﾘｳﾏﾁなどによい言

フヘ グー 業をｲW災'二人にてお湯;二浮かべる。 ｢ｲcがIMAま|)、狐分を静める。

jl尹．－
－ '吃蝿させたjKをｲij袋に入れてお湯;二浮かべる。

ＩＩＥが1Ｍまり、冷え派:ﾆよい。ｉＷ向のｦ,１１み
をｲⅡらlヂるく

ミント
タイム
パジル

ローズマij--

#Z蝋させた張や蝋を(lj蛍に人』してお勝'二浮かべる。 [ｲﾐが温ま')、冷え１，ｉｉｉこよい。



新彪好農基法を弾認に

三つの共生鑿が創る2万世紀
曜

【

‐ロ諏

露刀
．轍

蟻
鷺

一
朝
巾
」
「
汀
空
市
」
「
ふ
れ
あ
い
巾
」

「
良
心
巾
」
な
ど
の
耕
伽
で
親
し
ま
れ

る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
Ｊ
八

農
産
物
仇
売
所
）
。
地
元
の
新
鮮
な
膿

産
物
が
安
価
で
人
ｆ
で
き
る
た
め
、
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
背
段
に
は
、
消
幽
徴
の
安
全
、

品
磁
に
対
す
る
関
心
が
商
ま
っ
て
い
る

こ
と
や
顔
の
見
え
る
販
允
で
安
心
・
信

頼
が
唯
ま
れ
、
唯
産
青
と
消
凸
群
の
交

流
が
深
ま
る
な
ど
、
お
金
で
は
賀
え
な

安
全
・
安
心
な

国
産
農
産
物

２Ｆ蚤

い
「
立
心
」
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

化
産
農
家
に
と
っ
て
も
反
応
が
す
ぐ
返

っ
て
く
る
た
め
、
「
や
る
気
」
が
起
き

ま
す
。
な
ん
ら
か
の
形
で
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
し
て
い
る
Ｊ
八

は
、
令
旧
で
１
２
０
０
以
上
を
数
え
ま

す
。Ⅱ
本
は
食
料
輸
入
雨
で
す
が
、
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
兄
ら
れ
る
よ

う
に
、
「
国
雁
」
を
求
め
る
声
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｊ
八
グ
ル
ー
プ
で
は
「
フ
ー
ド
・

フ
ロ
ム
・
』
八
」
（
脚
嘩
鰹
産
物
の
販

允
促
進
）
と
し
て
川
産
農
産
物
の
優
位

rEョ

ふ
る
さ
と
も
提
供

梢
避
併
の
叩
に
は
、
白
然
、
特
に
ｋ

に
親
し
み
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

Ｊ
八
で
は
こ
う
し
た
蕊
蝿
に
こ
た
え
、

行
政
や
組
〈
川
貝
と
連
携
し
て
「
市
比
膣

陶
」
を
附
設
す
る
例
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
人
ば
か
り
で
な
く
、
都
会

の
人
に
も
来
て
も
ら
い
、
膿
業
を
体
験

し
索
騰
ら
し
い
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら

お
う
と
、
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
も
あ
り
ま
す
。
鰹
村

に
災
期
間
洲
征
す
る
た
め
の
「
農
家
氏

桁
」
も
磯
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

都
会
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
持
た
な
い

人
が
鯛
え
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ソ
・
ッ

１
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た

人
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
を
提
供
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
環
境
を
守
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
役
削
を
持
つ
農
村
。
今
後

も
維
持
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
活
性
化
す

る
こ
と
で
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ベ
ソ
ト
や
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
も
消
徴
者
と
の
交
流

を
進
め
ま
す
。

桃
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

食の元気は、日本の元気未来に続く大地の顧み

鮒ゼニツポユｊＡグループ

1４ 



第Ｂ回農民写真展

舅事に咲いた
菊の花5Ｗ点。

大
地
に
携
わ
る

私
達
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
翼

第17回なかしくつ菊花展

第
一
一
一
回
農
民
写
真
展
が
十
月
十
五
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
、
総
合
文
化
会
館
「
し

る
く
つ
と
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
展
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
や
農
村
の
大
切
さ
・
豊
か
さ
・
自
然
の

美
し
さ
を
写
真
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

写
真
展
で
、
今
年
で
一
一
一
回
目
に
な
り
ま
す
。

作
品
は
、
四
季
折
々
の
風
景
や
農
作
業

風
景
な
ど
約
一
一
一
十
点
が
展
示
さ
れ
、
会
場

に
訪
れ
た
多
く
の
人
々
の
感
動
を
よ
ん
で

い
ま
し
た
。

写
真
趣
味
の
会
「
大
地
」
実
行
委
員
会

や､

丹糖こめた菊がずらりと並んだ会瑚

第
十
七
回
な
か
し
く
つ
菊
花
展
が
、

十
月
一
一
一
十
日
か
ら
＋
｜
月
三
日
ま
で

町
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
の
菊
花
展
に
は
、
な
か
し
く

つ
菊
花
同
好
会
・
中
標
津
農
業
高
等

学
校
な
ど
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た

色
鮮
や
か
な
大
輪
菊
な
ど
五
百
七
点

が
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
並
べ
ら
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
野
採

生
産
組
合
の
越
冬
、
つ
け
も
の
、
い
も

だ
ん
二
な
ど
の
即
売
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

二可

〉

始
一
■

酢

即売コーナーで飯発する野票生産題合の皆さん

15-



フォト･アルバム

2画'io渉』'み"'〃

十
月
二
十
一
一
一
日
、
’
’
十
九
日
の
二
日
間
、

中
標
津
町
畜
産
加
エ
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
は
人
気
の
高
い
教

室
で
、
二
班
に
分
か
れ
て
行
な
い
ま
し
た
。

ス
パ
イ
ス
を
ま
ぜ
た
肉
を
、
羊
腸
に
詰
め

る
の
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
み
ん
な

コ
ツ
を
つ
か
む
と
上
手
に
仕
上
げ
て
い
ま

し
た
。

薫
煙
機
で
一
時
間
余
り
ス
モ
ー
ク
し
て

ソ
ー
セ
ー
ジ
が
完
成
。
と
っ
て
も
お
い
し

い
、
あ
ら
び
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
で
き
ま
し

た
。

お
い
し
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
き
た
／
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

‘へ

バタ足もピートバンでスイスイー

長くて立派なソーセージが完成

泳いで､泳いで
健康づくり。

9 

女性部プール教室

f＝ 

十
月
十
六
日
か
ら
四
回
コ
ー
ス
の

教
室
と
し
て
、
プ
ー
ル
教
室
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
杉
本
光
代
先
生
を
講
師
に

招
き
、
水
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

息
つ
ぎ
の
練
習
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
経
験
者
が

多
く
、
先
生
の
や
さ
し
い
指
導
に
ど

ん
ど
ん
上
達
し
て
い
ま
す
。
水
泳
は

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
上
達
の
ポ
イ

ン
ト
と
の
事
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
続
け
て
行
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

羊胴がやぶれないように､ていねいに仕上げます

－ 

１６ 



蝋霞iiliの今月の活動を紹介します。

【
《

倍
賞
千
恵
子
壁
ご
ん
を
囲
ん
で
料
理
と
講
演
会
。

第
四
回
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座

－－ 

ボーリングで
交流を深める。
ＪＡ根室地区フレッシユミズ

灘

巳
や

苓鵬

【

Ｉ 

Ｉ ： 大女優のご指導でおょつと緊張ぎみ

十
月
一
日
、
農
村
女
性
講
座
が
開
催
さ
れ
四
十
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
女
優
・
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
を
招
い
て
行
な

わ
れ
、
午
前
は
「
千
恵
子
の
知
恵
袋
か
ら
…
」
と
題

し
て
、
北
海
道
産
の
素
材
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
を

行
な
い
ま
し
た
。
手
早
く
で
き
て
、
お
い
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
料
理
に
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
大
喜
び
で

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
歌
う
こ
と
、
演
じ
る
こ
と
、
生
き

る
一
一
と
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
な
わ
れ
、
女
性
と

し
て
の
生
き
か
た
に
つ
い
て
、
気
さ
く
に
お
話
し
し

て
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２ 

－－■ 

凶
冨■ 

可。

鞠為譲り：

２ 

ストライクになるかな－

十
月
一
一
十
一
一
日
、
根
室
管
内
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
が
行
な
わ
れ
、

各
Ｊ
Ａ
よ
り
一
一
一
十
三
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

岸
工
別
中
は
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
、

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
飛
び
出
す
中
、

和
気
合
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。午
後
か
ら
は
、
昼
食
を
と
り
な
が

ら
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
組
織
化
」

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、

活
発
な
質
問
や
現
状
に
つ
い
て
の
意

見
な
ど
が
交
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

_＝面二量

－－－ 

露
LUbG 

■￣ 

轤祷ラ

諒嬉
おいしく出来あがり大満足の参加渚

117 
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Ｐ/j伽』脳"剛静i§liilの今月の活動を紹介します｡

好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
に
白
熱
し
た
試
合
。

M１ 
ＮＬｄ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
畑
秋
）
俣
落
文
部
藤
田
晋

十
月
二
十
四
日
に
俣
落
地
区
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
秋
晴
れ
と
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
寒
く
も
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
に
は
最
良
な
日
と
な
り
、
学
生
、

先
生
を
含
め
一
一
一
十
人
程
参
加
さ
れ
、
三
チ

ー
ム
に
分
か
れ
競
い
合
い
ま
し
た
。

各
試
合
、
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
Ｉ
な
ど

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
回
を
追
う
ご
と
に
、

皆
エ
キ
サ
イ
ト
し
だ
し
、
味
方
に
も
ヤ
ジ

が
出
る
始
末
で
し
た
が
、
大
変
楽
し
い
試

合
が
出
き
ま
し
た
。

ＺＦ、

各
農
家
を
ま
わ
っ
て
廃
棄
物
の
処
理
。

青
年
部
開
陽
支
部
で
は
、
十
月

二
十
七
日
に
環
境
整
備
事
業
と
し

て
、
廃
棄
物
の
処
理
を
行
な
い
ま

し
た
。

初
め
て
の
活
動
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
開
陽
全
戸
へ
の
取
り
ま
と

め
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青

年
部
員
の
希
望
の
あ
っ
た
農
家
を

ま
わ
り
、
ラ
ッ
ブ
フ
ィ
ル
ム
や
肥

料
の
バ
ッ
グ
、
ビ
ニ
１
ル
や
機
械

な
ど
の
鉄
ク
ズ
の
処
理
を
行
な
い

ま
し
た
。

「、

青
年
部
環
境
整
備
事
業
附
賜
文
部
後
藤
田
宏
幸

刀■

[９－１ －;ず

｛北田
Ｐ
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第
七
回
理
事
裳
の
経
過

開
催
日
時
平
成
１
年
十
・
Ｈ
Ⅲ
Ⅱ

Ⅲ
催
場
所
中
標
津
川
農
協
中
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

『
平
成
十
年
度
九
月
末
財
務
状
況
に
つ
い

て

二
、
平
成
１
年
度
九
月
木
予
算
統
制
計
画
に

つ
い
て

三
、
平
成
十
年
九
月
末
定
例
自
治
驍
究
に
つ

い
て

四
、
平
成
卜
一
年
度
営
農
計
両
基
本
方
針
と

単
価
決
定
に
つ
い
て

五
、
各
菰
変
金
の
備
入
叩
込
み
に
つ
い
て

』
ハ
、
平
成
十
一
年
度
畜
産
阿
緬
総
合
対
策
乖

業
に
つ
い
て

上
、
台
風
に
よ
る
私
道
被
害
に
対
す
る
僻
満

に
つ
い
て

八
、
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
出
張

噸
Ⅱ
に
つ
い
て

九
、
北
海
道
農
業
信
用
薙
金
協
会
の
出
資
噸

10月の組合曰誌

２日大阪教育大附属池田校舎フ

アームスティ受入式
ｌＪＬＩ＝二へ｜￣十十十１１十

に、１Ｗ、過、、協て六締｛ｉ祇四=て二葉一約、，１
つ’'１細新に「１１営議、結、に、、、に、にＡに
い央替店つ標腱事店に新つ新貸乳つ平つ．っ
て会の舗い津「１１項ｉｌｌｉつＨ１了い店付牛い成い，い
゛検にて''１]ｗ}］ｖのい舗て舗金保てＩ●てプて
各討件原協物てにのの慨ゴド店
述にう極議殻係変延壷度舗
什つ膳農経Ｔる史納金滞の
会い舗場過、１１：ハi7辿願の産，Ｅ
文て機述に他補力,，い＿環，;ハ
所材営つの衝丁に部境施
広閏検い兄Ｔｆ。,Pつ改保投
域係討て積借にい定金り
化の会に契係てに終｜
へ仕のつ約るつ術ス
蓬様総いの兄ぃイド契

７日大阪教育大附属池田校舎フ同

アームスティ受入式 保罰

８日平成11年度新採用職員面接

試験

乳牛改良同志会役員会

13日青年部役員会

14日酪農対策協議会支部長会議

16日ＪＡ標茶視察来組

21日第５回生産委員会

ＪＡ女性部中間監査

23日第３回管理購買委員会

十ノし八七六五｜几Ｉ二二一へし六五
､慨､況､つ､つ､生､害､の､、､報、、
乳況平及下い平い平産平調長梢」|ｚ人で告会地系第
製に成ぴ成て成て成肴成イビliiij算成恨ん事計区案’１１１
品つｌ－ｉｆｌ－１－｝十Ｉｉｌｉ十結及にノしの粉項検別一次
工い年店年年年格年来びつ年販－１コ、／盃懇に根
場て度状度度度に度に合い度允場に談つ室
及ノし況九）し九つ）藍つ風てf'三突操伴会い地
ぴＨに）]）１）｝いト｜いに食紙業うのて城
牧末つ末末木て11,にてよ及に維経［１農
舎金いムに）Mｉ販交るぴつ過Hl1蝿業
の瓢て活ｆ』光源馬加いに処にツ若
爽．）,iｉＺｌＦＩｌｉ作鈴一Ｋてつ理つ腱
紘共舗業菜物し’１５いにい」,§
に済ＬｌＴ概概なよ鈴てって本
つ鞭業況況どのしい柵
い業概に仁の彼よて魁

24日第３回営農委員会

27日中央会監査。定例自治監査央

－３０日

28日青年部役員会

30日乳牛改良同志会勉強会
匂

店舗建設委員会

二二二卜十十－１－１．十十十十
十十つ十奨九－１Ｆ八業上対人特ｊｉ業[｣りて二つ‐つ－て
こ一い、肋、業、の、策、別、の、、い、い、
、、て傷金平ＹＩｉ』１２文平澱平対平実乎第てパてＪ
生酪病の成の成払成の成策成施収四タＡ
孔農’1#支卜返十に十文-1-コネ十結十期’う
上|そ雄へ払年漢年つ年払年業年来年′'２及ま
産礎ルに度に度い度い度奨度に度乳ぴい
状調パつ［）[１つ生て良に北励乳つ乳安チ６
況盃｜い）ｌい乳質つ海金）１１い質定’の
に結のて｝て生１１２い道に′卜て向Ｌにズま
つ果取几産\して酷つ蜜上歴のつ
いに組）Ｉ安（に農い源変対ｉｌ１ｊり
てつみ分定産体て雌季策１１（の
い総チ化奨質係対に拡実
て過Ｉ対励強紫策つ大統
にズ策蛎化急’１『いにに

1９ 
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それはフレッシュなｐどけです。

空気の含有量を少なくして、きめ細かで、

そしてｺｸがあり､さっぱりとした上品な

甘さに仕上げました。

甘さに切れがあるのは、グラニュー糖だか

らです。

柄
函
螂
荊
へ
坪
繋
率
雪
騨
辮
糠
麺
鑓
艸
。
識
鵜
、
餓
球
茜
難
贈
嵩
露
同
鶴
諭

npU 

へ
り
肘
Ｉ
些
円
］
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